



















SC 81 元会社員 0-19: 大阪市中央区、 19-20:東京都、 21-26: 中国、
27-81:大阪市東淀川区
YA 24 学生 0:神戸市垂水区、。時24:大阪市北区
YC 24 フリーター 0-2:兵庫県三田市、 2-24:大阪市東淀川区
YF1 27 学生 0-18:青森県、 18-22:東京都、 22227:大阪府池田市
YF2 23 学生 0-18:新潟県、 18-22: 富山県、 22-23:大阪府池田市
1.2. 談話情報
〔表 2) 勺
話者 話者間の関係 収録時間 談話の展開
老一老 SA-SC サークル仲間で高 40 分 同量の発話
校の同窓生
老一調 SA-YF1 初対面 40 分以上金2 SA が YF1 に語る
若一若 YA-YC 高校時代からの仲 40 分 YA は YC の聞き役、 YC の発話量が 6
のよい友人 割"'7 割






(1) SA は複数形として接辞「ラ」を用いているが 1 例だけ〈対調〉で「タチ」を用いて
いる。例は (1) の通りである。






























































(3) YA は《対若〉で「オレJ を、《対調〉で「ボクJ を用いている。
2.1.2. 解釈
〔老ー調〕
(a) SA は《対調〉で《対老〉ではもちいなかった「ワタシタチ、ワレワレJ を 1 例ずつ
用いている他は、あまり両場面での違いは見られない。これに関しては 2 つの解釈
が考えられる。
{a-l) <:対調〉をフォーマル場面としてとらえたのはもちろんだが、 SC が高校の先輩にあ
たることから《対老〉もフォーマル場面としてとらえた可能性がある。「オレ、オレ
ラJ の出現が少ないのはもちろん、「ウチ、ウチラ」といった方言形式も少ないのは
目上の S弘初対面の YFl に対してもっとも適したものとして「ワタシ」を選んだか
らかもしれない。
(a-2) (a-l)の考え方とは別にこの項目に関して SA 自体に切換えがない可能性も考えら
れる。
(b) (3)より mは方言形式ではない「ボクJ とけレJ を場面のフォァマル、カジュアル
を軸にカテゴリカルに切換えている。また、同級生である YC に対する《対若〉で














名字のみ ー 5 
(1) SA は YF1 には「オタク」、 SC には「名字+サン」を使用している。





(a) SC は SA に対して「アンタJ r名字+サンJ を使用しているが、それに対して SA は
「名字+サン」の使用しか見られない。切換えの有無はわからないが、 2. 1. 2. (b)で
指摘したようにSCに対して敬意があるために他の形式の使用がなかったと考えるの


























カラ脅l 21 33 





































(4) YA は接続助詞では rヵラ」のみを使用している。
2.3.2. 解釈
〔老調〕
(a) SA が《対老》で「ヤカラ」を《対調〉ほど使用しなかった理由としては、 SC 主導
で話が進んだため 2 文以上の発話が少なかった。そのため、接続詞自体の使用が少
なかったことが考えられる。その点、 SA 主導で会話が進んだ《対調〉では比較的「ヤ
カラJ の使用が多く見られたのかもしれない。 SA は《対老〉で「ダカラJ をまった
く使用せず、《対調〉で 1 例だけその出現が認められるが、全体的な出現回数から
考えて、切換えがあるとは思dつれない。
(b) YA は《対若)>~対調〉両場面で接続詞「ダカラJ のみ使用しており、切換えは見ら
れない。
(c) 上記(a)(b)から考えて、 SA.YA とも接続調は切換えの対象とはならない。また、 SA.
YA を比較して考えると、方言形式 f(ソ・セ)ヤカラ」から共通語形式 Fダカラ J
への使用の移行が見られる。
(d) 接続助調においても SA. YA ともに切換えは見られないことから接続助詞も切換え
の対象ではないと考えられる。












老 (SA) 若 (YA)
対老 対調 対若 対調
デモ 8 6 
ケド 3 4 
(ソ・セ)ヤケド 4 9 
〔表 8 接続助詞〕
老 (SA) 若 (YA)
対老 対調 対若 対調
ケレドモ 1 
























(b) (1)より、接続語可において SA には切換えが見られないので、この項目は切換えの対
象ではない。
(c) (2) より m には切換えが見られないので、この項目は切換えの対象ではない。
(d) 接続請において SA'YA を比較すると、方言形式 r(セ・ソ)ヤケドj の使用から共
通語形式「デモ」・「ケドJ の使用への移行が見られる。ただし、 mが用い7ている「ケ
~J が共通語の「ケレドモJ の縮約形なのか、方言形式 f(セ・ソ)ヤケド」の縮約
形なのかは定かではないが、その区別をあいまいにすること自体がmの意図的なも
のである可能性もある。





























(1) SA は〈対調〉で共通語形式「デシヨJ を、《対老〉で方言形式「ヤロJ rガナJ を

















(a) SA は「ヤロ J rガナ」以外の方言形式「チャつ」・「ヤン(カ )J を比較しても《対老
〉の方が《対調〉より多用しているため、《対老〉で方言形式を多用、《対調〉で
共通語形式を多用する、という連続的な切換えを行っているといえる。


























〔表 10) '1 
老 (SA)
対老 対調
マセン 2 6 
マへン 4 1 
ナイ 5 







ン 6 25 3 
*1 記事からの引用部分を読んだと思われる 4 例を除く
〔表 11 テ形接続〕

















(c) SA は SC に対しても YF1 に対してもほぼ全場面を通して敬語で話しているにもかか
わらず、共通語形式の丁寧形式、「マセン」の出現が少ない。かわりに使用したと考
えられる形式は「ハル形式+へンJ rナイ+丁寧形式J であるが、「ハル形式十へンJ










老 (SA) 若 (YA)
対老 対調 対若 対調
テイル 1 
テル 25 46 25 26 
ト lレ 5 9 11 3 
(1) SA は《対老〉、《対調〉で rテルJ ・「トルJ を用いており、どちらの形式も《対老
〉より《対調〉で多用されている。
(2) SA. YA とも共通語形式「テオル」・「テアルJ、方言形式「トォル」の使用はなかっ
た。
(3) YA は共通語形式「テイルJ を《対調〉のみ使用し、方言形式「トル」の使用は《対
調》より、《対若〉で多用している。
2.7.2. 解釈
(a) (1) より SA が切換えを行っているとは言えない。

























(2) YA は共通語形式丁寧体「デシヨJ を《対調〉で、方言形式普通体「ヤロ」を《対若





























(3) YA は〈対若〉で「ナJ を、《対調〉で「ヨ」・「ネ」を主に使用している。まま、《
対若〉でのみ「ヤ」・「デ」・「ネン」という方言形式を使用している。
〔表 14 終助調〕会1
老 (SA) 若 (YA)
対老 対調 対若 対調
ヨ(ー・ナ・ネ) 2(2) 4(4) 6(ー) 65(65) 
ネ(ー) 52(4) 151(8) 28(21) 
カナ 5(0) 4(1) 13(ー)
ナ(ー) 19(0) 18σ) 86(-) 
ワ(ー・ナ・ネ) 44(34) 94(85) 15(ー) 1(1) 
ヤ 3(-) 
ネン・テン 18(1) 8(8) 1(ー)
セ 12(12) 舎2 2(2) 




老 (SA) 若 (YA)
対老 対調 対若 対調
ヨ(ー) 1 
ネ(ー) 29 148 1 6 





(b) rテン」・「セJ は YA で使用があまりみられないことから、これらの使用が減ってき
ているのかもしれない。
(c) (2) ・ (3) より、 SA.YA ともに《対調〉で共通語形式を、《対老〉・《対若〉で方言
形式を使用するという連続的な切換えを行っているといえる。
(d) rヤ」は YA にしか使用されなかった。以下の例のように、「ヤ」を使用することで



























































SA にはほとんどの項目で切換えがみられなかったがそれに関して 2. 1. 2 の解釈もふまえて
考えると以下のようなことが言える。




(c-l) SA は方言話者である SC に対して方言形式のみ使用している。
(c-2) SA は共通語話者であるYF2に対して共通語形式と方言形式のどちらも使用してい
る。
(c-3) 他地域では rSA は親疎関係によって「方言J/r共通語」の切換えを行う(津軽)J、















たこと、 SA.YA とも 1 つの形式のみの使用がみられたものがあったことから「方言形式の
消滅」、「形式の一本化」という現象についても示せた。





【注 1 SC の談話データ】
SC-YF3 の談話の収録もなされたが、 YF3 が女性であるという点で、今までの SS のデータ










話者 話者間の関係 収録時間 談話の展開
老一調 SC-YF3 初対面 40 分以上.2 SC が YF3 に語る
η 談話の収録は高木千恵氏によるものである。
*2 他のものとのデータ量をそろえるために最初から 40 分を分析対象とした。















ワシ ー I 
*1 形式上で分別したものであり、複数形の中には f複数の意味を表すものJ. r単数の意味を表すものJ' rどちらと
もわからないものJが含まれている。
〔表 4 SC の対称詞〕
対老 対調
アナタ ー 1 
アンタ 21 12 
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カラ合1 20 67 
牢1 言いさし表現を含む
〔表 7 SC の逆接の接続詞〕
対老 対調
トコロガ 1 
ダケド 1 3 
デモ 3 2 
(セ)ヤケド 1 
































へン 19 16 
ン 16 20 
〔表 11 SC のテ形接続動調否定形式〕
対老 対調
ナイ 1 3 
へン 5 2 
〔表 12 SC のアスペクト〕
対老 対調
テル 29 50 
ト lレ 18 13 
〔表 13 SC の推量形式〕
対老 対調
チャウ 5 2 
〔表 14 SC の終助調〕勺
対老 対調
ヨ(ー・ナ・ネ) 1 9(2) 
ネ(ー) 20 99 
カ 19 2 
カナ 6 1 
ノ
モン 9 
ナ(ー) 44 48(2) 
ワ(ー・ナ・ネ) 24(1) 37(7) 
ネン・テン 12 14(1) 
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∞1YA:[2 分 5 秒経過時点] //あどうもはじめまし
て。
O但.YF://どうもはじめまして。
∞'3YF:あの改めて YFr人名 jと言います一。
∞4YA:あー UBr人名」と申します。
∞πF:えっとえっと阪大一、
∞6YA:はい。
∞河F.:に通って、えっ院ーは、
008YA:いん院もあの、入ったんですよ。
009YF:1まb 、。
010YA: ほんで、えーと、入ったんですけど、いろいろ
あって、あの、半年間行っただけで、 (YF:あー)
あと休学ってやってやってて、いま今に
至るというか今一応エム二になっでるんで
すけど。
011YF:はb 、。
012YA:はい。
013YF:あそうですか。
014YA:でそうですね。
015YA:なんかこれからどうしようかなって考えてる
ところで。
016YF:あつあーなるほど。
017YA: はい。
018YF:えっそっーろんは何で書かれたんー。
019YA:あっ卒論はえっと、逆接の接続語でや
って。 11
020YF:ってことはえーとげんーにち。
021YA:はい。
022YA:現日です。
白3YF:あー。
024YA:はい。
但5YA:えつなんかお詳しいですね。
但町F:いやあの今年からあの~ 'fまい院のほ
うに 1/.厄介になってます。
但7YA:あ阪大のーですつが?
028YF:1'まL 、。
位9YA:あああそうなんですか。
030YF:えー。
031YA:大学ーはどちらですか?
032YF:と富山大です。
033YA:あ富山大学。
034YF:1まし、。
035YA:へーー。
036YF:まはい富山からはい今年、
037YA: はい。
038YA:あそうなんです事。
039YF:{笑いながら}大阪に来まして。
040YA:あ社言ですコが?
041YF:ええはb 、。
042YA:ああーへー。
043YF:ですんでも、 TOr人名jさんのお世話んな
ってます、いつもいつも。
倒4YA:あーー。
04.究F:いやほんとに僕新潟なんですけども、
046YA: は:~、。
04宵F:高校出身は。
048YA:あー一。
049YF:でもうこうゅう高いマンションとカミって見
たことないんで、
050YA:はい。
051YF:{笑いながら}もうここからのさきの駅の
ところカミら、
052YA:はい。
053YF:ずっともう上見上げながら、
054YA:あ一一。
056YA: はい。
057YA:長屋とかあの、工場一、工場があったんです
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